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１．宇宙研究開発をめぐる環境変化
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（１）宇宙分野を取り巻く主な変化

①民間宇宙産業の成長

近年、世界的に宇宙産業は急速な成長産業として位置付けられており、多くの民間企業やスタートアップが
宇宙分野へ参入している。衛星データ利用、通信サービス、宇宙輸送サービスなどの市場拡大に伴い、宇宙
活動の主体は政府主導から官民協働へと移行しつつある。我が国においても、宇宙戦略基金の創設や民間
ロケット事業者の成長などにより、宇宙産業の裾野が拡大している。一方で、民間企業単独では整備・維持
が困難な大型試験設備や基盤技術については、引き続き国が中心となって支えていくことが求められている。

②輸送需要の増加

衛星コンステレーションの進展や観測・通信需要の拡大、月・深宇宙探査ミッションの本格化に伴い、宇宙輸
送需要は今後大幅に増加すると見込まれている。輸送需要の増加は打上げ回数の拡大を必要とするだけで
なく、ロケットや衛星の試験設備、射場施設、運用体制など技術基盤全体の能力向上を求めるものである。
宇宙輸送能力の競争力や供給能力は、国家の宇宙活動全体を左右する重要な要素となっている。

③宇宙安全保障の重要性の増大

衛星通信、測位、地球観測等の宇宙システムは社会・経済活動を支える基盤インフラとなるとともに、安全保
障上の重要性も急速に高まっている。また、宇宙空間における脅威は、宇宙デブリやサイバー攻撃、衛星妨害
等、多様化・複雑化している。このため、宇宙領域把握（SDA）体制の構築や政府の研究開発・実装能力の
向上など、宇宙空間の安定的利用を支える開発環境・技術の確保がこれまで以上に重要となっている。
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（２）JAXAへの期待の変化

①民間の要請に応える人材育成、国が担うべき研究開発基盤や技術基盤の維持・高度化

民間宇宙産業の拡大に伴い、宇宙分野全体を支える高度専門人材の育成が重要な課題となっている。
JAXAには大学・研究機関・民間企業との連携を通じて、宇宙人材の育成や知識基盤の形成を主導する役

割が期待されている。また、宇宙機開発やロケット開発に不可欠な大型試験設備、環境試験設備、基盤技
術研究などは民間単独で維持することが難しく、国として継続的に維持・高度化していく必要がある。JAXAに
は、我が国の宇宙技術力を支える研究開発基盤・技術基盤の中核機関としての役割が一層求められている。

②打上げの高頻度化を支える人材の育成・確保、実績ある施設・設備の提供、技術基盤の高度化

今後の輸送需要増加に対応するためには、高頻度かつ安定的な打上げ能力の実現が不可欠である。このた
め、射場運営やロケット運用を担う専門人材の育成・確保に加え、長年にわたり培われた実績を有する射場
施設、試験設備、追跡管制設備等を安定的に提供していくことが求められる。さらに、ロケットの信頼性向上
や運用効率化に資する技術開発を継続し、輸送システム全体の技術基盤を高度化することで、我が国の宇
宙輸送能力の強化に貢献することが期待されている。

③防衛ニーズも取り込んだ研究開発、防衛ニーズに応えうる研究環境の整備、デュアルユースに知見を持つ
人材の育成

安全保障の重要性の高まりとともに、民生利用と防衛利用の双方に資するデュアルユース技術の重要性も急
速に高まっている。JAXAには、通信・観測・測位・宇宙状況把握などの分野において、防衛ニーズも視野に

入れた研究開発を推進するとともに、安全保障関連研究にも対応可能な研究環境や技術基盤を整備する
ことが期待されている。また、防衛分野と民生分野の双方に関する知見を持ち、産学官や関係機関との連携
を担うことのできる人材の育成も重要となっており、JAXAがその中核的な役割を果たすことが求められている。
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２．JAXAが担う基盤機能① 人材
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JAXAは近年、安全保障、防災・減災分野における宇宙システムの役割拡大、アルテ
ミス計画や地球低軌道活動等の日米連携、宇宙戦略基金による民間企業への資金
配分機能等、中核的機関としての役割が急速に拡大している。一例として下図にプロ
ジェクト数を示す。（※１）
（※１）本グラフのプロジェクト数の推移では表現できていないさらに大きなポイントとして、国としての日米協力についても、従来のISSに加えて新たにア
ルテミス計画が立ち上がり、複数並行で走っているなどの役割の増加もある。

（１）現状 ーJAXAの役割の拡大ー
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（２）課題認識 ー役割の拡大を踏まえた人材強化ー

１をより大きくする

人材育成戦略
（個の成長）

１＋１を２以上にする

組織開発戦略
（関係性・風土・制度）

１を適切にそろえる

人材ポートフォリオ戦略
（質・量と構成）

課題認識及び各課題に対応した3つのアプローチ

１）業務及び社会の要請に見合っ

た質の高い人員確保が十分にで

きているか？

２）能力/経験/状況等に基づく最

適配置ができているか？

３）将来を見据えた人材構成設

計が示されているか？

４）内外の要請に応じた専門人

材の育成が図られているか？

５）多様な経験による能力拡張が

実現できているか？

６）自律的キャリア形成支援がで

きているか？

７）改革の方向性が共有できて

いるか？

８）信頼関係・心理的安全性

の醸成ができているか？

９）制度/評価/対話の改善が

図られているか？

※それぞれが異なる専門性経験を
持つ主体としての単位役職員一人ひとりを「１」※ とする
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（３）あるべき姿及び具体的な取組

１）あるべき姿

JAXAに質の高い人材を糾合することにより、技術力の更なる強化を実現しつつ
JAXA内外における人材流動性を高め、日本全体の宇宙業界の技術力を向上し、
世界に勝てる日本を目指す。

２）具体的な取組

①キャリア採用枠をここ数年大幅に増加させている（年間約50枠前後）。しかし、射場
運営、ロケット運用、安全保障を担う人材などの確保に苦慮しているところ。特に、処遇
上の課題も顕在化している。

②JAXA内のみならず、社会の要請に応じた専門人材の育成を目指した人材育成プロ
グラムやスキルハンドブックの策定。

③SPACETIDEにおける人材関連イベントへの登壇、大学や高専における宇宙航空関
連プログラムへの講師派遣、宇宙科学技術連合での講演、インターンシップの活用など
で、人的観点からJAXAの取組を紹介（特に新卒採用広報につなぐ）。
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（参考）人材・組織開発統括会議における具体的取組詳細

3つの柱 あるべき姿 具体的な取組

（１）「人材ポート

フォリオ」

各部/部門で必要なポートフォリオ
の精査と、職員ひとりひとりのスキ
ル・能力の把握、ミエル化、及びリ
ソース分析に基づく適性配置

①人員増及び経営戦略と人材戦略の連動と、ひとりひとりの職員に
向き合った必要な能力・必要人材の適正配置
②エフォート記録の運用とリソース分析、業務分担への反映
③指揮命令系統のミエル化（職制見直し）
④ダイバーシティ（障害者雇用増・女性活躍等）への対応

(2)「人材育成」

人材育成プログラムの策定と実装。
各部/部門で必要とされるスキル・
能力の再定義と育成計画のミエル
化と推進及び職員ひとりひとりのス
キル・能力の向上。

①人事・上司・部下のキャリアパス及び目標のきめ細やかな共有
②人材育成実施方針及び全社人材育成プログラムの策定・実装
③人材開発担当者会議の運営による各部門/部施策の推進
④専門研修・一般研修の強化、リスキリング
⑤5-10%能力向上・発揮活動の運用による能力開発
⑥人材流動性の確保（出向/クロアポ/兼業等）

(3)「組織開発」

個々の力を最大限発揮できる組
織風土・組織制度を構築し、「孤
立・分断の解消」、「現場の自立
性、主体性の向上」を実現。

①組織開発しやすい土壌づくり（機構横断研究交流ワークショッ
プ、統括会議議長による組織開発活動インタビュー、タウンホー
ルミーティング、機構内越境制度等）
②組織開発活動を現場で進める当事者の発掘・ネットワーク構築
（有志活動応援制度、JAXAカイゼン等）
③組織活動の本格化に対する支援及び組織への横展開・定着化
（審査会カイゼン、生成AI、輸送マネジメント改革等）
④マネジメント力向上（職場環境改善、ハラスメント対策、ミドルマ
ネジメント能力強化）
⑤JAXA新理念の策定、部署毎のビジョン検討/パーパス経営
⑥新しい職員表彰制度（地味な仕事も積極的に評価）
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３．JAXAが担う基盤機能② 施設・設備
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（１）現状と課題

• JAXAの施設・設備は、ロケット・衛星及び航空に関する研究開発や試験、打上げ、追跡管制など我が国の
宇宙活動と航空技術開発の自立性の確保に欠かせない技術基盤である。同時に、JAXAの施設・設備の能
力が年間試験数・打上げ数や開発可能な衛星サイズなど、宇宙・航空分野の能力を決定づける重要な要因
である。

• 他方、多くの施設・設備は整備から長期間が経過しており、老朽化が進行している。近年は限られた予算と著
しい物価高騰の中で新規整備や更新の先送りを余儀なくされてきたこともあり、設備の不具合対応や老朽化
対策に要する時間とコストが年々増大し、設備の稼働率は低下傾向にある。このため、宇宙・航空産業の成
長に伴う試験需要や打上げ需要の増加、安全保障分野を含む新たな研究開発ニーズへの対応が求められる
中、既存設備の能力や運用体制のみでは足元の需要への対応も難しくなりつつあり、このままでは防衛・産業
を含む我が国全体の宇宙活動能力と国際競争力の低下につながるおそれがある。

• さらに、設備メーカの撤退も進んでおり、今が国内技術による更新・増設の最後のチャンス。試験設備などを他
国に依存することとなれば、将来にわたって宇宙活動と航空技術開発の自立性を確保することが困難となる。

図出典：【集計】延べ面積、コスト_241029a.xlsb

約20年前を境に、施設等の整備面積は大きく減少

施設等を維持するために、
何らかの老朽化対策が必要なものが
全体の約７割に上る。

（参考）JAXAの施設等の延べ面積を経年別に積み上げ、延べ面積割合の累計を示したもの（2024年度集計）
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（２）あるべき姿

• 国として保持すべきであるが、民間のみでは整備・維持が困難な施設・設備については、中核機関たる
JAXAが整備・維持を担うことが必要である。そのうえで、施設・設備はJAXA自らの研究開発や事業を支

えるだけでなく、産学官が活用できる我が国共通の技術基盤として機能することが求められる。そのために
は、安全かつ安定的な運用を確保しながら、老朽化への着実な対応を進めるとともに、今後の宇宙・航空
産業の成長や打上げ需要の拡大、安全保障ニーズの高まりにも対応できる能力を備える必要がある。

• また、施設・設備の機能・能力を最大限に引き出すためには、宇宙環境／エンジン燃焼など極限環境で
の試験条件設定、設備運用、データ評価等の技術的知見を持つ人材と一体的に維持・発展することが
重要となる。JAXAは設備の整備や産学官の設備利用の技術支援を通じてJAXA内外の人材を育成す
るとともに、研究開発の効率化や新たな技術創出、人材育成の拠点としても機能することが期待される。

• さらに、将来の宇宙輸送システムや次世代衛星、安全保障分野の研究開発を支えるため、世界水準の
性能を有する試験設備や研究環境を継続的に確保し、中核機関として我が国の宇宙活動及び航空技
術開発を先導する役割を果たすことが重要である。
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（３）具体的な取組

• 計画的な維持・保全・整備

既存の施設・設備を最大限活用するため、老朽化対策や保守点検を適切に実施し安全性・信頼性を確
保するとともに、施設・設備の長寿命化を図る。また、施設・設備の整備・管理を担う人材や技術の継承を図
り、安定的な運用体制を確立する。

施設・設備の人命・財産に係るリスクや政策・JAXA内外事業への影響度、老朽化状況などを踏まえ、施

設・設備の効率化にも取り組みつつ、中長期的な更新計画を策定しながら計画的な整備・更新を進める。
特に、宇宙・航空産業の成長や高頻度打上げ時代の到来、安全保障ニーズの拡大を見据え、大型環境試
験設備、燃焼試験設備、風洞設備などの大規模なインフラ設備については、従来のJAXA事業の枠を超え、
我が国全体としての設備の重要性を踏まえた取組を検討していく。

• 官民への供用の促進

JAXAが保有する施設・設備について、民間企業、大学、研究機関等への供用を一層推進し、国全体とし

ての資産活用の最大化を図る。あわせて、設備利用を通じた人材育成や技術交流、オープンイノベーションを
促進し、宇宙・航空産業全体の競争力向上や新たな技術創出につなげる。

（参考）官民共創推進系開発センターにおける概要
民間事業者が参入初期や開発初期に直面する液体ロケットエ
ンジン研究開発のリスクを低減して、効率的に研究開発を進めて
行けるように支援する機関。液体ロケットエンジンの技術開発・評
価試験ができる「試験設備」（ハード）のほか、情報を集積する「共
創情報ハブ」、新規の民間事業者をサポートをする「共創コーディ
ネート」などの機能（ソフト）を持ち、民間企業や大学、研究機関
等の液体ロケットエンジン研究開発をワンストップで支えるセンター
を目指している。



参 考
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人材・組織開発統括会議

「人材・組織開発統括会議」（以下、「統括会議」という）は、マネジメント改革検討委員会の活動を継承し、人材開発・

組織開発等にかかる取り組みを実施するために、マネジメント改革検討委員会報告書において提案された。

統括会議のミッションステートメントは、以下の通り。2024年半ばから活動開始し、現在約2年が経過。

多様な人材の能力を最大限に引き出しつつ、人と人との繋がりを強化することで、

JAXAをより強い組織に進化させる

➢ マネジメント改革のアクションプランや識別された課題等について、個々の施策実現だけでなく、その背景

や想いを真摯に受け止め、スピード感を持って前向きに取り組む

➢ 透明性のある検討と対話を行い、職員一人ひとりの組織への参加意識を高め、JAXA/経営への信頼

を高める取り組みとする

人材・組織開発統括会議

【支援】総務部、ﾁｰﾌｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ室等

議長：理事長



（１）人材ポートフォリオ

17FY2023以降
人件費予算増

人員増に係る予算措置を踏まえ、質の高い人材確保及び適正配置を進めていく。
１）キャリア採用増（例：FY2025：応募数７５９名に対し、75名合格）
２）開発人材及び運用人材の再配分、年齢構成に係る偏りの是正、研究領域に応じ
た部門間の横ぐし化など。
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• 理念からフローダウンしたJAXA人材育成実施方針に基づき、「人材育成プログラム」
を策定し、実践運用を開始。

• 研修体系の網羅性とシナリオの一貫性を維持した効果的実装を目指し、研修体系を
「知識のインプット」×「態度変容」に再分類し、スキルハンドブックを策定。個々の研修
をさらに有効なものとしていく。
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JAXA人材育成プログラム スキルハンドブック

（２）人材育成

JAXA人材育成実施方針
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（３）「組織開発」活動の推進

➢ 組織開発の活動

★達成すべき目標★
インターナルコミュニケーションによって、個々の力を最大限発揮

できる組織風土・組織制度を構築する。

★達成したい未来★
●孤立・分断が解消された未来
●現場の自立性、主体性が発揮される未来

★実行において大事にする価値観★
●透明性のある検討と対話を基本とする
●本質的かつ不断の改善に取り組む
●サーベイと対話を通じて、課題の本質を常に追求する

組織開発チームの理念イメージ

現在の活動
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（参考）JAXAにおける主な施設・設備

【追跡局】
人工衛星やロケットの追跡管制
のため電波の送受信を行う。
→ 国内外スタートアップ企業も
深宇宙探査局を利用

JAXA  所   

【打上げ関連設備】
人工衛星をロケットで打ち上
げるため、ロケットや人工衛
星等の組立・整備や燃料供給、
発射・管制等を行う。→ 基幹
ロケット打上げ事業者に必須

【試験設備】
人工衛星やロケット、航空機及びこれらの
要素技術を開発するため、宇宙空間の熱真
空環境やロケット打上げ時の厳しい振動・
音響環境、飛行時の大気圧環境等を地上で
再現し、試験するための設備。
→ 環境試験設備はﾚｶﾞｼｰ/ﾆｭｰｽﾍﾟｰｽの両方
が利用、風洞は安全保障関連でも活用

【共通設備（インフラ）】
事業所や各施設・設備を運用する
ために必要な電気・水・ガス・空調
等を供給するための設備。機構で
は、独自の貯水池（ダム）や発電所
を整備・運用している。
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